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解答および解説 

 

問１． 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

e b a b e b d e 

 

問 2． 

 

１．解説 

 

 心理的支援の場として代表的ともいえる面接場面における沈黙をめぐる解釈と対応を問

うものです。目安となる 400 字前後を目標に記述できるとよいでしょう。後に解答例を示

しました。参考にしてください。 

 解答にあたっては、量的および質的観点のふたつの視点をもつとよいでしょう。量的観

点には、先に示したような一定量の記述が伴うことに加えて、誤字脱字や口語表現がない

こと等が重視されます。また専門用語については、特に表記に誤りのないことが求められ

ます。なお著しい悪筆や解読困難な解答は、採点の対象にならないことがあります。丁寧

な記述を心がけましょう。一方、質的観点としては、設問に対して専門的学びを積極的に

活用して解答することが求められます。問われている内容に応じて、次のような視点をも

って解答できるとよいでしょう。 

（１）論理的整合性（段落構成の適切さ 論旨の明確さと一貫性等） 

（２）専門的整合性（専門的知識と技術を活用し、問いに対して心理的支援の専門性の観

点から適切な解答を導くことができる） 

（３）内省的態度（支援者として要支援者の権利をまもり、その主体性を尊重した支援を 

実践するために自己覚知や自己研鑽が重要であることへの言及や視座がみられる） 



 さらに本学では、建学の理念に基づき、次に示すような点を重視しています。 

   （１）公正性（人間に対す対等性と人権尊重） 

   （２）多様性（人間に対する寛容性 差別的排他的態度がみられないこと） 

   （３）ボランタリズム（他者、社会と積極的、主体的にかかわる態度） 

 これらを踏まえ、解答においても要支援者の権利性を遵守する態度とともに、現代社会

における心理社会的課題の達成にむけて生涯学習を旨として自己覚知と研鑽に主体的に臨

む態度を示すことができるとよいでしょう。 

 

２．解答例 

 

 心理面接におけるクライエントの沈黙には、重要な意味がある。心理面接においてカウ

ンセラーは、受容と傾聴、共感を基本姿勢としたうえで、沈黙をクライエントからの大切

なメッセージとして捉え、それを回避することなく、クライエントの理解と支援につなげ

たい。具体的には、沈黙を避ける、無理に破る、取り繕う等の対応は慎み、クライエント

の沈黙を含む表出の機会と在り方を尊重し、それらを見守るなかで、沈黙の背景にある意

味やメッセージをともに考え対処する対応が望ましい。なお沈黙の解釈には、抵抗や防衛、

クライエントの葛藤から生じる陰性転移の可能性も含まれている。カウンセラーには、ク

ライエントの沈黙の背景にあるさまざまな意味を捉え、それを踏まえた柔軟な対応が求め

られる。そのためには、クライエントの状態やその場において生じている状況をノンバー

バルな側面も含め丁寧に観察することが重要である。また、カウンセラー自身がスーパー

ビジョンなどを通じて自らの状況や課題について自己覚知を深めることも有効である。 

 

 

 

 


